
「上社章図」歴史語る写本

本では読み取れない部分再現

昨年発見、柏屋（語）にレプリ良力展示

諏
訪
市
中
洲
神
宮
寺
の
諏
訪
大
社
上
社
本
宮
東
参
道
に
あ
る
カ
フ

エ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
柏
屋
」
で
、
昨
年
に
上
社
本
宮
近
く
に
住
む
新
村
佳
幸
さ
ん
（
撃
の
璽
貞
つ
か
っ
た

「
諏
訪
大
社
上
社
古
図
」
（
市
指
定
文
化
財
）
の
写
本
の
レ
プ
リ
カ
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い

る
。
上
社
古
図
は
、
上
社
の
周
辺
を
描
い
た
古
い
絵
図
。
票
で
は
、
著
し
く
傷
ん
で
い

る
原
本
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
部
分
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。
　
　
（
石
角
拓
也
）

カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
柏
屋
」
に
常
設
展
示
さ
れ

て
い
る
諏
訪
大
社
上
社
古
図
の
写
本
の
レ
プ
リ
カ

は
劣
化
が
激
し
く
読
み
取
り
づ
ら
い

部
分
が
鮮
明
に
修
復
さ
れ
て
い
る
。

展
示
さ
れ
て
い
る
レ
プ
リ
カ
は
、

同
地
区
の
住
民
を
中
心
に
構
成
す
る

団
体
「
上
社
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
（
小
島
実
会
長
）
が
「
観
光
客
や

地
域
住
民
が
見
て
、
歴
史
の
考
察
な

ど
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
」
と
制
作

し
た
。
サ
イ
ズ
は
ほ
ぼ
原
寸
大
の
縦

横
約
1
6
0
巧
で
、
劣
化
を
考
慮
し

て
撥
水
、
防
炎
の
素
材
を
使
用
。
小

島
会
長
が
書
い
た
解
説
文
も
あ
る
。

御
神
体
の
守
屋
山
を
は
じ
め
と
す

る
山
々
、
上
社
本
宮
や
前
官
、
現
在

の
富
士
見
町
に
あ
る
御
射
山
社
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
社
古
図
の
写

本
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
明
治
時
代

末
期
に
は
、
既
に
な
く
な
っ
て
い
た

と
推
測
さ
れ
る
建
物
「
藤
並
恕
」
な

ど
も
表
現
。
上
社
付
近
に
は
、
五
層

塔
や
普
草
堂
と
い
っ
た
寺
町
も
描
か

れ
、
神
仏
習
合
の
暮
ら
し
も
う
か
が

える。小
島
会
長
は
「
な
ぜ
当
時
に
は
な

い
は
ず
の
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
の

か
を
考
え
、
推
測
す
る
な
ど
し
て
楽

し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
。
新
村
さ
ん
は

「
神
宮
寺
の
歴
史
を
区
民
ら
に
身
近

に
感
じ
て
も
ら
い
、
後
世
に
つ
な
い

で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

営
業
時
間
は
午
前
1
0
時
～
午
後
5

時
。
撮
影
は
可
能
で
、
そ
の
際
は
ス

タ
ッ
フ
に
三
戸
掛
け
る
よ
う
呼
び
掛

け
て
い
る
（
二
次
使
用
、
拡
散
、
フ

ラ
ッ
シ
ュ
は
不
可
）
。

展
示
に
合
わ
せ
て
A
3
判
の
複
製

を
5
0
部
限
定
で
製
作
し
、
l
枚
2
0

0
0
円
で
販
売
し
て
い
る
。


